
公表：　令和6年2月24日

チェック項目 はい どちらとも
いえない いいえ ご意見

1
子どもの活動等のスペースが十分に確保さ
れているか

33
・弥生、結、外と十分なスペースでありがたいで
す。
・のびのび過ごせてよい。

2 職員の配置数や専門性は適切であるか 31 2

3
事業所の設備等は、スロープや手すりの設
置などバリアフリー化の配慮が適切になされ
ているか

27 5 1 ・わかりません。

4
子どもと保護者のニーズや課題が客観的に
分析された上で、放課後等デイサービス計
画*1が作成されているか

33

・よく子どものことを見てくれているなあと思いま
す。
・これからも自ら考える力をつける為、色々な経
験をお願いします。

5
活動プログラム*2が固定化しないよう工夫さ
れているか

31 2
・外での活動、室内での活動、それぞれの子ども
が楽しく過ごせていると思う。
・様々な体験をさせてくれて、感謝しています。

6
放課後児童クラブや児童館との交流や、障
害のない子どもと活動する機会があるか

15 14 4

・どのような活動をしているのか知らないです。
・まだ入所して間もないので、そういった取り組み
があるのかを知らないです。
・わかりません。

7
支援の内容、利用者負担等について丁寧な
説明がなされたか

32 1

8
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合
い、子どもの発達の状況や課題について共
通理解ができているか

30 3

・気になることがある時に、確認しやすい状況で
すが、デイでどのような様子なのか、デイから聞
く事は少ないので、どうしているのかなあと思うこ
とはある。
・便りや連絡ノートでその日の出来事を教えても
らい、家での話題にしています。

9
保護者に対して面談や、育児に関する助言
等の支援が行われているか

28 5

・面談の機会が設定されていても、自分が面談
に参加できない現状です。
・とても助かっています。
・面談が設けられているか分からないが、施設に
行った際は話し合いができて良い。

10
父母の会の活動の支援や、保護者会等の
開催等により保護者同士の連携が支援され
ているか

12 17 4 ・活動があるのか知らないです。

11

子どもや保護者からの苦情について、対応
の体制を整備するとともに、子どもや保護者
に周知・説明し、苦情があった場合に迅速か
つ適切に対応しているか

27 6
・全てに対応できているのかは分かりませんが、
先生方で周知できているのであれば、対応でき
ているのではと思います。

12
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達
のための配慮がなされているか

30 3
・お便りや連絡ノート、ＬＩＮＥ等を使い疎通できて
いるのではと思います。

13

定期的に会報やホームページ等で、活動概
要や行事予定、連絡体制等の情報や業務
に関する自己評価の結果を子どもや保護者
に対して発信しているか

31 2

・毎日の「今日のいっぽ」と、月初めの「いっぽだ
より」を楽しみにしています。
・お便りや日々のいっぽ便りで様子がわかってと
ても良い。

14 個人情報に十分注意しているか 32 1

15
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアルを策定し、保護者に周
知・説明されているか

28 5

16
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救
出、その他必要な訓練が行われているか

31 2
・もしもの時の行動や、そのための話など子ども
もしっかり聞いている。

17 子どもは通所を楽しみにしているか 32 1

・料理や遊びなどを通して、楽しみながら通所し
ています。
・楽しみにしているときもあれば、気分が乗らない
日もあるようですが、学校よりも楽しいそうで充実
しています。

事業所名　はじめのいっぽ弥生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保護者等数 44、回収数 33　割合 75％
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18 事業所の支援に満足しているか 31 2

・手作りで体のことを考えいるおやつのおかげ
で、食べれる物が増えています。
・安心して通所することができています。
・こどもにとって過ごしやすい環境、伝え方、様々
な面から感謝しています。
・人数の定員の関係があると思いますが、振替
できないのが残念です。

*1 放課後等デイサービスを利用する個々の子どもについて、その有する能力、置かれている環境や日常生活全般の状況に関するアセス
メントを通じて、総合的な支援目標及び達成時期、生活全般の質を向上させるための課題、支援の具体的内容、支援を提供する上での留
意事項などを記載する計画のこと。放課後等デイサービス事業所の児童発達支援管理責任者が作成する。

*2 事業所の日々の支援の中で、一定の目的を持って行われる個々の活動のこと。子どもの障害特性や課題、平日／休日／長期休暇の
別等に応じて柔軟に組み合わせて実施されることが想定されている。

満
足
度



公表：令和 6年 2月 24日

チェック項目 はい

どちら

ともい

えない

いいえ

わか

らな

い

ご意見 ご意見を踏まえた対応

①
子どもの活動等のスペースが十分に確

保されているか
3

今後も法律で定められた

子ども一人当たりのス

ペースを確保する。

② 職員の配置数や専門性は適切であるか 3

休みの職員がいるとき

等、随時職員体制が適正

かの判断をする。

③

生活空間は、本人にわかりやすい構造

化された環境になっているか。また、

障害の特性にれた環境になっている

か。また、障害の特性に応じ、事業所

の設備等は、バリアフリー化や情報伝

達等への配慮が適切になされているか

3

障がい特性を踏まえ、子

どもにわかりやすい空間

づくりを目指す。

④

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせ

る環境となっているか。また、子ども

達の活動に合わせた空間となっている

か

3

子どもが落ち着いて活動

しやすい家庭的で清潔な

環境作りをする。

⑤

子どもと保護者のニーズや課題が客観

的に分析された上で、児童発達支援計

画が作成されているか

3

個別の課題やニーズを基

に計画を作成するため、

丁寧なアセスメントを心

掛ける。

⑥

児童発達支援計画には、児童発達支援

ガイドラインの「児童発達支援の提供

すべき支援」の「発達支援（本人支援

及び移行支援）」、「家族支援」、

「地域支援」で示す支援内容から子ど

もの支援に必要な項目が適切に選択さ

れ、その上で、具体的な支援内容が設

定されているか

3

子どもの特性に合わせ、

発達支援、家族支援、地

域支援を組み合わせて支

援内容を設定する。

⑦
児童発達支援計画に沿った支援が行わ

れているか
3

個々の支援計画の内容を

確認した上で支援する。

適

切

な

支

援

の

提

供

別紙４

保護者等からの事業所評価の集計結果(児童発達支援）（公表）

事業所名　はじめのいっぽ弥生　　　　　　　　　　　　　保護者等数（児童数）3  回収数 3　割合 100%
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⑧
活動プログラムが固定化しないよう工

夫されているか
3

今後も季節や子どもの障

がい特性、意向等を考慮

し活動内容を検討する。

⑨

保育所や認定こども園、幼稚園等との

交流や、障害のない子どもと活動する

機会があるか

1 2

・事業所の小学生

との関りはある

が、他はわからな

い。先生との連絡

は行ってくれてい

る。

今まで通り、児童会館や

体育館のキッズコーナー

等で障害のない子どもと

の交流を図る。

⑩
運営規程、利用者負担等について丁寧

な説明がなされたか
3

今後も契約時等に丁寧に

説明する。

⑪

児童発達支援ガイドラインの「児童発

達支援の提供すべき支援」のねらい及

び支援内容と、これに基づき作成され

た「児童発達支援計画」を示しなが

ら、支援内容の説明がなされたか

3

ガイドラインにある提供

すべき支援のねらい及び

支援内容と、実際の支援

計画を示しながら、支援

内容を説明する。

⑫

保護者に対して家族支援プログラム

（ペアレント・トレーニング等）が行

われているか

2 1

今年度は希望者がいな

い。今まで通り、毎月の

お便り等にペアレントト

レーニングの実施を呼び

かけ、個別に対応する。

⑬

日頃から子どもの状況を保護者と伝え

合い、子どもの発達の状況や課題につ

いて共通理解ができているか

3

・常に手紙、連絡

ノートなど子ども

が行っていること

を教えてくれる。

課題についてでき

たことなど共有さ

れている。

今後も連絡ノートに加え

面談等を通して、子ども

の様子や課題についての

共有に努める。

⑭

定期的に、保護者に対して面談や、育

児に関する助言等の支援が行われてい

るか

3

今後も定期的な面談等を

通して子育て相談の支援

をする。

⑮

父母の会の活動の支援や、保護者会等

の開催等により保護者同士の連携が支

援されているか

1 2

仕事など時間の都

合が合わず参加で

きていないことが

多く、わからない

（保護者同士とし

て）。

今後は食事会等の行事で

の保護者によるお手伝い

等を通して、保護者同士

の連携を支援する。

適

切

な

支

援

の
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供
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⑯

子どもや保護者からの相談や申入れに

ついて、対応の体制が整備されている

とともに、子どもや保護者に周知・説

明され、相談や申入れをした際に迅速

かつ適切に対応されているか

3

相談は電話やLINEで受け

付け、内容に合わせて誠

実に臨機応変に対応す

る。

⑰
子どもや保護者との意思の疎通や情報

伝達のための配慮がなされているか
3

絵カードなど障害特性に

応じたコミュニケーショ

ン手段を活用する。

⑱

定期的に会報やホームページ等で、活

動概要や行事予定、連絡体制等の情報

や業務に関する自己評価の結果を子ど

もや保護者に対して発信されているか

3
今後も毎月のお便りの発

行を継続する。

⑲ 個人情報の取扱いに十分注意されているか3

契約時に個人情報使用同

意書を確認、注意して情

報を取り扱うようにす

る。

⑳

緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアル等を策定

し、保護者に周知・説明されている

か。また、発生を想定した訓練が実施

されているか

3

各種マニュアルを契約時

に保護者に周知し、訓練

を定期的に実施する。

㉑

非常災害の発生に備え、定期的に避

難、救出、その他必要な訓練が行われ

ているか

3

非常災害計画に基づき、

定期的に避難訓練を実施

する。

㉒ 子どもは通所を楽しみにしているか 3

通所が楽しみになる活動を

提供するため、支援の振り

返りや自己研鑽に努める。

㉓ 事業所の支援に満足しているか 3

日頃の支援に満足してもら

えるよう、支援の振り返り

や自己研鑽に努める。

保

護

者

へ

の

説

明

等

非

常
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の

対
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公表：令和  6年   2月 24日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事業所名　はじめのいっぽ弥生

チェック項目 はい いいえ 工夫している点

課題や改善すべき点

を踏まえた改善内容

又は改善目標

①
利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切で

ある
7

今後も法律で定めら

れた子ども一人当た

りのスペースを確保

する。

② 職員の配置数は適切である 7

休みの職員がいると

き等、随時職員体制

が適正かの判断をし

ている。

今後も随時職員体制

が適正かの判断をす

る。

③

生活空間は、本人にわかりやすく構造化された環境

になっている。また、障害の特性に応じ、事業所の

設備等は、バリアフリー化や情報伝達等への配慮が

適切になされている

5 2

障がい特性を踏ま

え、子どもにわかり

やすい空間づくりを

目指す。

④

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっ

ている。また、子ども達の活動に合わせた空間と

なっている

7

朝や夕方に掃除を実

施。子どもたちが活

動しやすいよう備品

等を配置。

子どもが落ち着いて

活動しやすい家庭的

な環境作りをする。

⑤
業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定

と振り返り）に、広く職員が参画している
7

全職員が参加する定

例会議でPDCAサイク

ルを行っている。

今後も業務改善は

PDCAサイクルを活

用し行う。

⑥

保護者等向け評価表により、保護者等に対して事業

所の評価を実施するとともに、保護者等の意向等を

把握し、業務改善につなげている

7

アンケートにより課

題を抽出し、業務改

善に生かしている。

アンケートにより保

護者の意向を把握

し、業務改善に努め

る。

⑦

事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表の結果

を踏まえ、事業所として自己評価を行うとともに、

その結果による支援の質の評価及び改善の内容を、

事業所の会報やホームページ等で公開している

7

評価結果をホーム

ページにて公開して

いる。

今後も支援の質の評

価及び改善の内容

を、ホームページで

公開する。

⑧
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善

につなげている
3 4

今後は、可能な限り

第三者による評価の

導入を検討する。

⑨
職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確保

している
7

研修計画を基に、必

要な研修に参加。

より良い支援を目指

し、積極的に各種の

研修や講演会に参加

する。

業

務

改

善

別紙３

事業所における自己評価結果（児童発達支援）（公表）

環

境

・

体

制

整

備

職員数 7  回収数 7 割合100％



⑩

アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニー

ズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計

画を作成している

7

アセスメントにより

子どもの特性等を把

握し、支援計画を作

成している。

個別の課題やニーズ

を基に計画を作成す

るため、丁寧なアセ

スメントを心掛け

る。

⑪
子どもの適応行動の状況を図るために、標準化され

たアセスメントツールを使用している
7

今後も個人票とアセ

スメントシートを活

用し、子どもの状況

を把握する。

⑫

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドライン

の「児童発達支援の提供すべき支援」の「発達支援

（本人支援及び移行支援）」、「家族支援」、「地

域支援」で示す支援内容から子どもの支援に必要な

項目が適切に選択され、その上で、具体的な支援内

容が設定されている

7

子どもの特性等に合

わせ、発達支援、家

族支援、地域支援を

組み合わせて支援内

容を設定する。

⑬ 児童発達支援計画に沿った支援が行われている 6 1

事前に支援計画の内

容を確認した上で、

支援する。

⑭ 活動プログラムの立案をチームで行っている 6 1

担当スタッフで話し

合い、活動プログラ

ムを作成。

今後も活動プログラ

ムを打合せで話し合

い決定する。

⑮ 活動プログラムが固定化しないよう工夫している 7

季節や子どもの特性

等を考慮しながら、

活動が画一的になら

ないように配慮。

今後も季節や子ども

の障がい特性、意向

等を考慮し活動内容

を検討する。

⑯
子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜

組み合わせて児童発達支援計画を作成している
7

子どもの状況や課題

に応じ、児童発達支

援計画を作成。

今後も子どもの状況

や課題に合わせて、

支援計画を作成す

る。

⑰
支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その日行

われる支援の内容や役割分担について確認している
7

朝の打合せで支援内

容等を確認し合う。

今後も事前に支援の

内容や各職員の役割

を確認し支援する。

⑱

支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その日

行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有

している

7

午前中の療育終了後

に、担当職員で支援

の振り返りをしてい

る。

今後も担当職員で支

援の振り返りを継続

し、よいより支援に

つなげる。

⑲
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援

の検証・改善につなげている
7

業務日誌への支援の

記録を基に、支援の

振り返りに役立てて

いる。

日々の記録を大事に

して、支援の振り返

りや改善につなげ

る。

適

切

な

支

援

の

提

供



⑳
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の

見直しの必要性を判断しているか。
6 1

子どもの状況を定期

的なモニタリングで

確認し、支援計画を

見直している。

今後も定期的なモニ

タリングを通して、

支援計画を見直す。

㉑

障害児相談支援事業所のサービス担当者会議にその

子どもの状況に精通した最もふさわしい者が参画し

ている

7

今後もサービス担当

者会議には児童発達

支援管理責任者が参

加する。

㉒
母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や関係機

関と連携した支援を行っている
6 1

関係機関と顔の見え

る関係作りを大切に

することでスムーズ

な連携による支援を

目指す。

㉓

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害のある

子ども等を支援している場合）地域の保健、医療、

障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携した支援

を行っている

5 2

今後医療的ケア児を

支援する際には、医

療的ケアを確認しな

がら受け入れを検討

する。

㉔

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害のある

子ども等を支援している場合）子どもの主治医や協

力医療機関等と連絡体制を整えている

5 2

今後も医療機関には

協力してもらい、連

携できる体制を整え

る。

㉕

移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚園、

特別支援学校（幼稚部）等との間で、支援内容等の

情報共有と相互理解を図っている

4 3

保育所等に事業所で

の支援内容を情報提

供している。

保育所等との情報共

有を図り、子どもの

スムーズな支援の移

行に努める。

㉖

移行支援として、小学校や特別支援学校（小学部）

との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っ

ている

3 4

移行支援する際に

は、行動特性や利用

中の様子等の情報提

供を行う。

㉗

他の児童発達支援センターや児童発達支援事業所、

発達障害者支援センター等の専門機関と連携し、助

言や研修を受けている

5 2

研修や講習会等に参

加し、自己研鑽に努

めている。

研修等を通し、専門

機関との連携を大切

にする。

㉘
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、障害

のない子どもと活動する機会がある
4 3

児童会館や体育館の

キッズコーナー等で

地域の子どもとの交

流を図っている。

今後も積極的に障害

のない子どもとの交

流を図る。

㉙
（自立支援）協議会子ども部会や地域の子ども・子

育て会議等へ積極的に参加している
7

定期的に協議会等に

は参加するようにし

ている。

今後も積極的に協議

会等に参加する。

適

切

な

支

援

の
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㉚
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子ども

の発達の状況や課題について共通理解を持っている
7

連絡ノートを使い、

自宅や事業所での様

子等を情報共有して

いる。

日々の連絡ノートや

定期的な面談を通し

て、子どもの様子や

課題の共有に努め

る。

㉛

保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に対

して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング

等）の支援を行っている

5 2

今年度は希望者はい

ない。今まで通り、

毎月のお便り等にペ

アレントトレーニン

グの実施を呼びか

け、希望者には個別

に対応する。

㉜
運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を行っ

ている
7

契約時等に説明して

いる。

今後も契約時等に丁

寧に説明する。

㉝

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供

すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに基づ

き作成された「児童発達支援計画」を示しながら支

援内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画

の同意を得ている

7

契約時にガイドライ

ンを配布している。

ガイドラインにある

支援のねらい及び支

援内容と、実際の支

援計画を示しなが

ら、支援内容を説明

する。

㉞
定期的に保護者からの子育ての悩み等に対する相談

に適切に応じ、必要な助言と支援を行っている
7

家庭訪問や事業所内

での面談を実施した

際に相談支援に努め

ている。

今後も定期的な面談

等を通して、子育て

相談の支援をする。

㉟
父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催す

る等により、保護者同士の連携を支援している
1 6

今後は食事会等の行

事での保護者による

お手伝い等を通し

て、保護者同士の連

携を支援する。

㊱

子どもや保護者からの相談や申入れについて、対応

の体制を整備するとともに、子どもや保護者に周知

し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対

応している

7

相談は電話やLINE

で受け付け、内容に

合わせて誠実に臨機

応変に対応する。

㊲

定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、連

絡体制等の情報を子どもや保護者に対し発信してい

る

7

今後も毎月のお便り

の発行を継続する。

㊳ 個人情報の取扱いに十分注意している 7

契約時に個人情報使

用同意書を説明し、

注意して個人情報を

取り扱っている。

今後も注意して個人

情報を取り扱う。

保

護
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㊴
障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報伝

達のための配慮をしているか
7

絵カードの活用など

障害特性に応じたコ

ミュニケーション手

段を活用する。

㊵
事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開かれ

た事業運営を図っているか
5 2

近年はコロナ禍のた

め施設の行事に地域

住民を招待していな

かった。

今後は地域住民を行

事に招待する等地域

に開かれた運営を目

指す。

㊶

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対

応マニュアル等を策定し、職員や保護者に周知する

とともに、発生を想定した訓練を実施しているか

6 1

各種マニュアルを契

約時に保護者に周知

するとともに、各種

訓練を定期的に実施

する。

㊷
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他

必要な訓練を行っているか
6 1

非常災害計画に基づ

き、定期的に避難訓

練を実施する。

㊸
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこども

の状況を確認しているか
7

利用前には保護者か

ら病気等にかかわる

情報もアセスメント

している。

保護者と情報を共有

し、事業所での健康

管理に配慮する。

㊹
食物アレルギーのある子どもについて、医師の指示

書に基づく対応がされているか
5 2

食物アレルギーの情

報を保護者と共有し

た上で、おやつの提

供に配慮している。

食物アレルギーのあ

る子どには代替のお

やつを提供すること

を徹底する。

㊺
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有して

いるか
7

業務日誌にヒアリ

ハットの出来事を記

入し、定例会議等で

事例の共有をしてい

る。

重大な事故につなが

らないように、日誌

への記載や、打合

せ、定例会議での情

報共有に努める。

㊻
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する

等、適切な対応をしているか
7

虐待防止に係る研修

を受けるようにして

いる。

外部研修と内部研修

を通して、虐待防止

の対応を再確認し、

虐待防止の意識を高

める。

保

護

者

へ

の

説

明

責

任
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㊼

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかにつ

いて、組織的に決定し、子どもや保護者に事前に十

分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記

載しているか

5 2

身体拘束がやむを得

ない時は、検討委員

会で必要性の判断を

する等、指針に沿っ

て対応する。

非

常

時

等

の

対

応



チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ 改善目標、工夫している点

①
利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切で

ある
11

法律で定められた子ども一人当

たりのスペースを確保してい

る。

② 職員の配置数は適切である 11

休みの職員がいるとき等、随時

職員体制が適正かの判断をす

る。

③

生活空間は、本人にわかりやすく構造化された環境

になっている。また、障害の特性に応じ、事業所の

設備等は、バリアフリー化や情報伝達等への配慮が

適切になされている

5 3 3

子どもが安心できる環境のなか

で自主的に行動しやすい環境作

りに努める。

④
業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定

と振り返り）に、広く職員が参画している
11

業務改善は職員会議でPDCAサ

イクルを活用し行う。

⑤

保護者等向け評価表により、保護者等に対して事業

所の評価を実施するとともに、保護者等の意向等を

把握し、業務改善につなげている

10 1
事業所評価により保護者の意向

を把握し、業務改善に努める。

⑥

事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表の結果

を踏まえ、事業所として自己評価を行うとともに、

その結果による支援の質の評価及び改善の内容を、

事業所の会報やホームページ等で公開している

9 2

自己評価等をまとめ、改善内容

等をホームページにて公開して

いる。

⑦
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善

につなげている
7 4

今後は、可能な限り第三者によ

る評価の導入を検討する。

⑧
職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確保

している
10 1

研修計画を作成し、各種研修、

講演会に参加する。

⑨

アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニー

ズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計

画を作成している

10 1

今後も保護者からの聞き取り等

を通じ、丁寧にアセスメント

し、個々のニーズを計画に取り

入れる。

⑩
子どもの適応行動の状況を図るために、標準化され

たアセスメントツールを使用している
9 1 1

今後も個人票やアセスメント

シートを活用し子どもの状態を

把握する。

⑪ 活動プログラムの立案をチームで行っているか 5 4 2
日々の活動プログラムを打合せ

で話し合い決定する。

⑫ 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか 9 2
季節や子どもの障がい特性、意

向等を勘案し活動を検討する。

業

務

改

善

適

切

な

支

援

の

提

供

別紙３

事業所における自己評価結果(放課後等デイサービス）（公表）

環

境

・

体

制

整

備

職員数   11 回収数 11 割合   100％

公表：令和 6年 2月  24日　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　事業所名　はじめのいっぽ弥生



⑬
平日、休日、長期休暇に応じて、課題をきめ細やか

に設定して支援しているか
7 2 2

日々の活動プログラム表や毎月

のお便りに、療育内容や子ども

の様子だけではなく、平日、休

日、長期休暇に応じた課題を記

載することで、ご家族にも周知

する。

⑭

子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜

組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成して

いるか

9 1 1

子どもの特性に合わせ、個別活

動と集団活動を適宜組み合わ

せ、計画作成している。

⑮

支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その日行

われる支援の内容や役割分担について確認している

か

11
午前、午後の打合せで支援内容

や各職員の役割を共有する。

⑯

支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その日

行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有

しているか

2 6 3

夕方の支援終了後当日の打合せ

が難しく、次の日の打合せで支

援の振り返りをしている。

⑰
日々の支援に関して正しく記録をとることを徹底

し、支援の検証・改善につなげているか
9 2

日々の支援内容を適切に記録

し、定期的なモニタリングにつ

なげる。

⑱
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービ

ス計画の見直しの必要性を判断しているか
10 1

定期的なモニタリングを通して

放課後等デイサービス計画を見

直す。

⑲
ガイドラインの総則の基本活動を複数組み合わせて

支援を行っているか
8 2 1

子どもの意向を大切にしなが

ら、ガイドラインに沿って、屋

外活動や創作活動、地域交流等

行っていく。

⑳

障害児相談支援事業所のサービス担当者会議にその

子どもの状況に精通した最もふさわしい者が参画し

ているか

11

サービス担当者会議には児童発

達支援管理責任者が会議に参加

し、関係機関と連携している。

㉑

学校との情報共有（年間計画・行事予定等の連絡調

整、送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切

に行っているか

10 1
随時学校と情報共有すること

で、適切な支援につなげる。

㉒
医療的ケアが必要な子どもを受け入れる場合は、子

どもの主治医等と連絡体制を整えているか
4 6 1

医療的ケア児は利用していない

が、受け入れる際は医療機関等

との連携に努める。

㉓

就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども

園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相互

理解に努めているか

4 5 2

必要に合わせ、子どもの情報収

集のため保育所等との連携を図

る。

㉔

学校を卒業し、放課後等デイサービス事業所から障

害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまで

の支援内容等の情報を提供する等しているか

4 5 2
今後対象となるケースがあれば

情報提供等の連携を行う。

㉕
児童発達支援センターや発達障害者支援センター等

の専門機関と連携し、助言や研修を受けているか
8 1 2

研修等を通し情報交換をしなが

ら、専門機関との連携を大切に

する。
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㉖
放課後児童クラブや児童館との交流や、障害のない

子どもと活動する機会があるか
1 5 5

放課後に小学校との交流を図れ

るように、学校関係者との関係

作りに努める。

㉗
（地域自立支援）協議会等へ積極的に参加している

か
9 2

　地域自立支援協議会には参加

するようにしているが、今後も

継続して参加する。

㉘

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子ども

の発達の状況や課題について共通理解を持っている

か

11

　連絡ノートや面談等を通して

日常的に話しやすい体制を整え

る。

㉙

保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に対

してペアレント･トレーニング等の支援を行っている

か

10 1

今年度は２件ペアレントトレー

ニングを実施。今まで通り、お

便り等にペアレントトレーニン

グの実施を呼びかけ、個別に対

応する。

㉚
運営規程 、 支援の内容、利用者負担等について丁寧

な説明を行っているか
10 1

今後も契約時や見学等で説明す

るようにする。

㉛
保護者からの子育ての悩み等に対する相談に適切に

応じ、必要な助言と支援を行っているか
10 1

定期的な面談だけではなく、随

時保護者からの困りごとに相談

対応するようにする。

㉜
父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催す

る等により、保護者同士の連携を支援しているか
2 3 6

食事会等の行事での、保護者に

よるお手伝い等を通して、保護

者同士の連携を支援する。

㉝

子どもや保護者からの苦情について、対応の体制を

整備するとともに、 子どもや保護者 に周知し、苦情

があった場合に迅速かつ適切に対応しているか

10 1

契約時には、事業所内の苦情相

談窓口と、行政の受付機関を説

明。日頃の対応は、ＬＩＮＥ等

で苦情につながらないよう相談

しやすい環境に努める。

㉞

定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、連

絡体制等の情報を子どもや保護者に対して発信して

いるか

11
今後も毎月お便りで情報を発信

する。

㉟ 個人情報に十分注意しているか 11

契約時に個人情報使用同意書を

確認し、各々の意向に沿って、

注意して情報を取り扱う。

㊱
障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報伝

達のための配慮をしているか
9 2

絵カードの活用など障害特性に

応じたコミュニケーション手段

を活用する。

㊲
事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開かれ

た事業運営を図っているか
10 1

今年度は８月のお祭りで数名の

学校の先生に参加してもらっ

た。コロナ禍で行事を中止して

いたが、行事を再開しているた

め、今後は地域住民や関係者も

招待し、地域に開かれた運営を

目指す。
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任
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者
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の

連

携



㊳

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル 、感染症対

応マニュアル を策定し、職員や保護者に周知してい

るか

11

各種マニュアルを作成している

が、契約時に保護者への周知を

徹底する。

㊴
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他

必要な訓練を行っているか
11

定期的に行うため、年間計画に

入れ、必ず実施できるよう会議

で確認する。

㊵
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する、

適切な対応をしているか
10 1

研修や委員会を通して、虐待防

止の意識を高める。

㊶

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかにつ

いて、組織的に決定し、子どもや保護者に事前に十

分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス

計画に記載しているか

8 2 1

身体拘束がやむを得ない時は、

検討委員会で必要性の判断する

等、指針に沿って対応する。

㊷
食物アレルギーのある子どもについて、医師の指示

書に基づく対応がされているか
11

アレルギー検査結果等を保護者

と共有し、代替のおやつを提供

することを徹底する。

㊸
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有して

いるか
11

重大な事故につながらないよう

に、ヒヤリハットの日誌への記

載や、日々の打ち合わせや定例

会議での情報共有に努める。

非

常

時

等

の

対

応
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